
　
①
予
防
医
療
で
の

町
の
新
た
な
取
組
み

の
予
定
は
な
い
。

②
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
等

の
受
診
費
用
の
一
部
自
己
負

担
は
、
現
行
ど
お
り
お
願
い

す
る
。
な
お
、
国
庫
補
助
制

度
に
よ
る
女
性
特
有
が
ん
検

診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
、

５
年
経
過
後
で
の
国
の
施
策

の
動
向
を
み
て
、
制
度
継
続

を
考
え
る
。

③
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
任

意
接
種
に
対
し
て
は
、
新
年

度
当
初
の
早
い
時
期
に
、
接

種
費
の
９
割
の
公
費
助
成
を

開
始
す
る
。
ま
た
、
水
ぼ
う

そ
う
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
国
で
の
検
討

結
果
等
を
踏
ま
え
、
公
費
助

成
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

　
な
お
、
成
人
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
は
、
高
齢
者
の
肺

炎
予
防
で
あ
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
補
助
制
度
を

優
先
す
る
。

④
地
域
で
の
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
有
効
性
か
ら
、

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
調
査
・
研

究
を
進
め
る
。

⑤
し
い
の
木
の
現
行
の
設
備

実
態
か
ら
、
高
齢
者
用
健
康

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
の
開
始

は
困
難
で
あ
る
。

⑥「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
カ
ー
ド
」
発
行
・
配
布
に

つ
い
て
は
検
討
す
る
。

⑦
国
保
被
保
険
者
証
の
カ
ー

ド
化
は
、
次
回
の
被
保
険
者

証
更
新
時
期
、
24
年
９
月
を
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高
齢
者
支
援
と
医

療
費
増
大
へ
の
対
策

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
以

下
の
点
を
聞
く
。

①
予
防
医
療
に
向
け
た
、
現

状
と
今
後
の
対
策
は
。

②
が
ん
検
診
率
向
上
の
た
め

す
べ
て
の
が
ん
検
診
の
無
料

化
と
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配

布
の
恒
久
化
は
。

③
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
水

疱
瘡
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
助
成
拡
大
は
。

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
お
元
気

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
は
。

⑤
高
齢
者
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
事
業
の
開
始
は
。

⑥
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
と
、「
希
望
カ
ー

ド
」
の
発
行
は
。

⑦
国
民
健
康
保
険
証
の
カ
ー

ド
化
の
時
期
は
。

⑧
う
つ
病
対
策
に
有
効
と
さ

れ
る
認
知
行
動
療
法
が
健
康

保
険
適
用
に
な
っ
た
。
患
者

の
増
加
に
対
し
て
研
究
・
研

修
を
行
い
普
及
啓
発
に
努
め

て
は
。
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Q.
土
地
の
境
界
問
題
の
解
消
方
法
は

A.
適
正
な
地
籍
調
査
が
有
効

Q.
予
防
医
療
へ
の
更
な
る
取
組
み
で
、医
療
費
抑
制
を
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土
地
の
境
界
確
定

に
は
、
多
く
の
時
間

と
費
用
を
要
す
る
。
最
悪
の

場
合
、
隣
接
地
の
権
利
者
と

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
こ

と
も
あ
る
。

　
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止

し
、
適
正
に
公
共
用
地
や
個

人
の
財
産
を
管
理
す
る
に

は
、
地
籍
調
査
に
よ
り
、
正

確
な
登
記
簿
、
地
籍
図
を
作

成
す
る
こ
と
が
最
も
有
効
で

あ
る
。

　
地
籍
調
査
の
実
施
主
体
は

基
本
的
に
は
市
町
村
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
的

な
経
費
は
公
費
で
賄
わ
れ

る
。一
方
、地
権
者
の
役
割
は
、

土
地
境
界
を
確
定
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　
地
籍
調
査
と
は
官
民
が
協

力
し
て
正
確
な
土
地
の
情
報
を

つ
く
り
あ
げ
る
作
業
で
あ
る
。

　
同
時
に
地
権
者
に
と
っ
て

は
大
き
な
負
担
軽
減
の
方
策

と
い
え
る
。

　
地
籍
調
査
の
基
本
計
画
に

つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
に
向

け
た
全
体
計
画
と
位
置
付
け

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
内
容
は
、
地
域
の
選
定
、

実
施
期
間
、
費
用
総
額
、
役

割
分
担
の
明
確
化
、
実
施
フ

ロ
ー
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　
な
お
、
実
施
に
際
し
て
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
慎
重
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
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現
在
、
町
で
は
多

く
の
土
地
売
買
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
建
物
を
建
て
る
場
合
も
測

量
登
記
が
行
わ
れ
る
。
最
近
、

特
に
土
地
境
界
関
係
の
争

い
、
も
め
ご
と
な
ど
よ
く
耳

に
す
る
。
個
人
が
隣
の
境
界

を
決
定
す
る
場
合
や
、
分
筆

登
記
す
る
と
き
、
土
地
確
定

を
土
地
家
屋
調
査
士
に
依
頼

す
る
が
、
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
る
。
道
路
・
水
路
の

境
界
立
会
い
は
、
町
も
県
公

共
嘱
託
土
地
家
屋
調
査
士
協

会
に
委
託
し
、
双
方
に
多
額

の
費
用
が
発
生
す
る
。

　
特
に
旧
集
落
地
区
の
土
地

に
つ
い
て
は
、
不
規
則
な
形

状
の
土
地
が
多
く
あ
り
、
境

界
確
定
が
難
し
く
時
間
も
か

か
る
。
時
に
は
不
調
と
な
る

こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

測
量
費
が
、
個
人
・
町
双
方

が
負
担
軽
減
で
き
る
方
策
は

な
い
も
の
か
。

　
平
成
23
年
度
に
地
籍
調
査

の
た
め
の
基
本
調
査
計
画
を

作
成
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な

計
画
か
。

QQ

２３年度から地籍基礎調査を開始

予
定
す
る
。

⑧
う
つ
病
に
有
効
な
認
知
行

動
療
法
は
、
現
在
、
医
師
が

治
療
し
た
場
合
に
、
健
康
保

険
の
適
用
が
あ
る
た
め
、
心

の
健
康
相
談
の
場
を
活
用

し
、
個
別
指
導
の
必
要
な
方

へ
は
、
医
師
・
臨
床
心
理
士

の
相
談
を
受
け
る
こ
と
を
勧

奨
す
る
。

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問
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